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研究成果の概要（和文）：主な研究成果は下記のとおりである。
１）町民検診を基盤として、毎年400名超規模で中高年者の高次脳機能検査（注意、言語、記憶、空間機能等）を継続
して実施する作業を行い、これまでの縦断資料に本研究の５年間を加えることで、15年間の資料を蓄積できた。２）同
時に実施した日常生活調査票により、運動、食事、社会活動等の日常生活習慣と高次脳機能検査との関連を検討した。
３）同時に計測された整形外科学、耳鼻科学および泌尿器学的検査と高次脳機能との関連について検討した。
　以上の検討より、中高年者の高次脳機能発達の様相について、前頭葉系機能と筋運動系機能、匂い機能低下、尿漏れ
などとの関連が明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：Major findings of this study were as follows.
First, more than 400 healthy community-dwellers participated in this project every year. The NU-CAB 
(Nagoya University Neuropsychological Assessment Battery) that measures higher brain functions such as 
attention, verbal, memory, visuo-spatial, etc. have been administered individually. As the results, 15 
years longitudinal database of NU-CAB for middle and aged people have completed. Second, the data as for 
participant’s life style such as exercise, food, and social activity have also collected every year. 
Third, relations between neuropsychological data and orthopedics, urology, otorhinology function in 
elderly people have been examined.Based upon these examinations, characteristic on developmental change 
in elderly was clarified, and strong relations between prefrontal cortex function and physical exercise, 
odor function, urinary incontinence were identified.
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１．研究開始当初の背景 
本研究は名古屋大学八雲町住民健診を母体に、

30年以上の長い期間実施され続けてきた「八雲研

究」に心理学班を構成して参加し、中高年者の高

次脳機能を縦断的に測定・評価することを主な目

的としたものである。心理学班は平成12年から参

加し、それまでに内科学、栄養学、整形外科学、

泌尿器科学，耳鼻科学で構成されていた八雲研究

に心理学が加わることで、いわゆる「Yakumo 

Study」の総合化を促進し、国際レベルの総合的コ

ホート研究を目指したことが、研究開始当初の背

景である。心理学班は住民健診が持ついくつかの

制約、たとえば、短時間で実施可能、非侵襲性を

有する、縦断的検討が可能、評価結果のフィード

バックが容易、数量的な結果の表現により、他の

研究班との間での資料の相互利用可能性を追求す

るなどの制約の中で、高次脳機能を測定評価する

課題の解決を求められた。その結果として、名古

屋大学神経心理学検査（NU-CAB）を開発し、40歳

以上の中高年者を対象者として、毎年約450 名規

模で注意、記憶，言語機能を中心とする高次脳機

能の測定評価を継続して行ってきた。過年度まで

の10年間の縦断的資料にさらに5年の期間を積み

上げ、15年間の縦断資料の蓄積を目指すこと、お

よびこれらの高次脳機能検査結果を他の研究班の

結果との相互利用により検討し、加齢に関わる学

際的研究の進展を企図した。 
 
２．研究の目的 

本研究の目的は、「Yakumo Study」の一端を担い、

NU-CAB による15年間の長期縦断的資料を作成し、

①40歳以降の認知機能（記憶、注意、言語）の発

達特性、②前頭葉機能と骨・筋運動系機能の相互

関連、③「超高齢者」の遺伝学的特性および環境

因子との連関を解明することであった。そして、

最終的には超高齢者を生む加齢モデルの構築が目

的であった。 

 
３．研究の方法 
研究方法の第１は名古屋大学神経心理学検査バッ
テリ（NU-CAB）を希望する対象者に実施するこ
と、第 2 は住民健診に参加する対象者全員に対し
て、日常生活調査票によるライフスタイル等につ
いての質問紙の実施である。第３は八雲研究に参
加している他のチームがそれぞれの手法により収
集を行う検査資料（内科班の遺伝子情報や頸動脈
エコー検査資料、整形外科班の筋・骨・運動系検
査資料、耳鼻科学班の匂い検査資料など）を活用
することを行った。 

①NU-CABは過年度から同一のものを継続して実施

することで縦断的な資料の蓄積を目的にしたもの

であり、毎年８月に３日間実施される住民健診に

おいて、高次脳機能検査班としてブースを８カ所

設置して、同一のプロトコールに基づいて個別に

検査を実施する形式を採用した。 

②日常生活調査票は毎年異なる質問項目を冊子に

して自治体の協力により、３週間前に配付して健

診時に記入ご持参してもらい回収する方法を採用

した。この質問票への記入があり、NU-CABの資

料がない対象者も毎年200名程度存在することに

なる。したがって、少なくとも毎年 600〜700 名

規模の中高年者を対象とする心理社会的調査研究

を行うための資料収集がきたことになる。 
③神経心理班以外の住民健診時の資料を相互に活

用することが「Yakumo Study」では了解事項と

なっており、このことは名古屋大学医学系研究科

での倫理審査事項に含まれている。心理学班と資

料の相互活用が多かった整形外科班では筋・骨・

運動系検査を耳鼻咽喉科班では匂いと味覚の検査

が実施されている。 
 
４．研究成果 
① 中高年者の高次脳機能特性の解明について 

  ・縦断的資料による検討 

 NU-CAB の継続的な実施により蓄積された検

査資料は、過去10年間の資料と連結する作業を行

ない15年間の縦断的資料を集約した。この資料に

より、注意力、言語流暢制、記憶、空間能力など

の40歳以降の発達曲線を求めた。対象者の中で4
点以上の計測資料があるものについては、回帰係

数を算出し、60 歳以降あるいは 65 歳以降におけ

る検査成績の低下が顕著に認められるグループと、

ほぼ同レベルの検査成績を維持するグループに分

類して、関連が想定できる認知機能との比較を行

った。例えば、注意力を基盤にして回帰係数を算

出し、両群間での記憶能力や空間能力との関係の

検討、筋・運動系測度間での比較検討などである。

一連の検討で明らかになったのは、UN-CABの成

績は、40歳以降はほぼ一次関数的な減少傾向を示

すこと、認知の特性、たとえば、注意力や言語、

記憶などで均一の発達曲線を描くのではないこと、

注意機能の低下、あるいは前頭葉前部の機能に関

連する指標での成績低下が、記憶などの指標でよ

りも先に顕在化することなどが明らかとなった。

発達曲線（言語、空間）における性差の検討も行

ない、性ホルモンの認知機能に関連する影響が強

いことについて明らかにした。 



 ・横断的資料での検討 
 この種の検討はNU-CAB の信頼性や妥当性の検討

に焦点をあてるもの、たとえばD-CAT 検査の信頼

性と妥当性について脳画像研究法を組み込んでの

研究やNU-CABを構成するStroop検査の信頼性と

妥当性の検討及び基準値の作成などがそれである。

その他、日常生活票の情報から得た食習慣と認知

機能との関連の検討、認知機能低下を最も早く検

知する手がかり情報の探索、認知負荷が高齢者の

注意制御に及ぼす影響、注意機能とりわけ選択的

注意のコンフリクト状況での加齢変化の検討、怒

り反芻尺度の開発と認知機能，とりわけ前頭葉機

能関連指標との連関の検討、中高年の高次脳機能

と信頼感、騙されやすさの関連性の検討、年齢を

関数とした未来展望特性の検討、ライフスタイル

と高次脳機能との関連、日常生活QOL と認知機能

との関連の検討、中高年者のレジリエンス特性の

検討、高年者の認知機能と未来展望の特性の検討、

後期高齢者の安定型ポジティブ未来イメージにつ

いての調査、ライフスタイルと記憶特性機序との

関連についての検討、尿漏れの出現と前頭葉機能

低下との関連についての検討などを行い、国内外

の学会や論文公刊により成果を発表した。 

② 高次脳機能と骨・筋運動系機能の相互関連の

検討 

・整形外科班では筋力、骨、運動にかかわる多

数の検査を行い、多くの指標の資料を採取してき

た。それらに基づく研究は認知機能との関連を検

討するものと、筋・骨・運動自体での中高年者の

発達的視点からの特性記述とに大別できる。前者

に該当する研究には高齢者の転倒と自己効力感と

身体機能の自己評価および認知機能との関連に関

するもの、高齢者の転倒と運動機能および認知機

能との関連に関するもの、重心動揺計での指標と

認知機能との比較に関するものがある。結果は、

運動機能についての自己評価と認知機能検査成績

とは正の相関があること、姿勢維持でのバランス

保持能力は認知機能とりわけ前頭葉機能と密接に

関わっており、認知機能は小脳—基底核—視床−前頭

葉を包括する一つのシステムとして働くことを裏

付けるものであった。 

 後者に属する研究には、股関節疾患評価質問

票(JHEQ)の信頼性と妥当性の解析、JHEQ（日本整

形外科股関節疾患評価質問表）の検討、平断前後

の運動バランスと身体運動能力が中高年者の QOL 

に及ぼす影響、背筋の強さと脊髄の可動性と中高

年者特に男子のQOL との関係の検討、ひざ関節疾

患における脊髄のバランスの影響についての検討、

脊髄のアラインメントおよび後ろの筋肉力との中

高年の動作の肩範囲へのインパクトの検討などが

あり、国内外の学会や論文の公刊により成果を発

表した。 

③ 高齢者の認知遺伝学的特性の検討 

遺伝子学的検討は本研究期間以前に取得した

遺伝子情報と期間内で取得して遺伝子情報を用い

て行った。具体的な検討は、他者の苦痛の知覚と

COMT Val 158 Metとの関連の検討、セロトニン関

連遺伝子(5-HTT) の衝動行為反応との関連などで

ある。また、内科学班で収集した血圧、頸動脈エ

コー検査結果とNU-CAB資料との検討では、日本人

では、SIRTUIN 1遺伝子多型は腹部脂肪と血圧と関

連することを明らかにしたことや、血液中のコレ

ステロール代謝とSIRTUIN 1遺伝子多型との関連

についての検討を行った。頚部エコー測定による

頸動脈プラーク量と血圧、認知機能との関連の検

討も行った。高次脳機能と血圧指標との関連の検

討から、血圧が高い対象者の注意指標に代表され

る前頭葉機能は劣り、血圧と記憶や言語との関連

は低い結果を得た。この循環器機能と認知機能と

の関連は加齢に伴う認知症症状の発現機序の検討

に資すると考えられる。 

④ その他、理論モデルや中高年者への生活指針

の提言 

中高年のNU-CABデータを活用して派生したさ

まざまな問題意識により、記憶錯誤をもたらすイ

メージ産出に関連する神経モデルの堤案、実行系

機能と遺伝子多型についての総説、認知機能低下

を検知する手がかり情報の提案、科学的測定とは

何かについての測定法についての考察、前頭前野

の活動と衝動性の自己統御に関する遺伝子および

環境情報の影響、などについての考察を学術誌に

掲載し、問題提起を行った。 
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